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　この書は英語音声学とその関連分野に関わる項目
をアルファベット順に並べた一種の音声学辞典であ
る。現在、音声学大辞典（日本音声学会編, 1976年）
が入手困難であり、英語音声学辞典（日本英語音声
学会編, 2005年）も専門的に過ぎる内容を含むもの
となっていることを考慮すると、容易に入手でき、
基本的術語及び関連領域に属する概念、指導上の問
題についての有益な情報を含む本書は、英語教師に
とってある意味で福音と言える。術語一つとっても、
一々英語学辞典等にあたって情報を引き出し、更に
音声教育上の問題について検討するなどということ
が、それ程容易ではないからである。この資料紹介
では、上記のような利点を踏まえ、その特徴、抱え
る問題等について検討することとしたい。
　第一に内容構成であるが、137項目の辞書部分、
参考文献、索引が本書の主たる部分であり253ペー
ジに亘る。他に巻頭部分には、“はじめに”・“本書の
構成と活用法”・“使い方ナビ”・“発音記号一覧”・“執
筆者プロフィール”・“Contents（137項目のリスト）”
の短い項目が置かれている。また、辞書部分には21
のコラムが鋏み込まれている。用語辞典としてこの
本を使うことを想定する時、巻末の日英両語による
索引の充実はその利便性を高めると言える。また、
各項目の解説文に現れる術語について、例えばわた
り（音）の項目に『以下に [j], [w], [r] についての指導
方法の説明を行う。（→ approximant） [j], [w]につい
ては、「半母音」（semivowel*）の項も参照（p. 97; *
はsemivowelという項目が存在することの印）』のよ
うなcross referenceのための情報が載っていること
も様々な角度から検討しながら学ぶ上で役立つだろ
う。
　第二点として辞書部分の中身がある。その内容は
大きく分けて6種類であり、①音素・異音・帯気発音・
弁別的素性のような分節音素とその変種に関係する
概念、②ストレス・イントネーションを含むプロソ
ディーに関する概念、③実験音声学・聴覚音声学等
のような調音音声学以外の研究領域、④国際音声記
号・簡略表記等の音声学・音韻論の研究上必要な概
念と知識、⑤BBC発音・方言・訛り等のような研
究対象となる言語の見方に関わる概念、⑥フォニッ
クス・チャンキング・シャドウイング・コールラボ
等のような音声教育を行う上で多用される装置とも
いうべきものの解説である。また、大多数の項目の
記述は【解説】と【指導法】を含み、内62項目には
東後氏吹き込みのCD録音のついた【練習問題】が
ある。加えて、コラム欄には、発音指導に求められ
るもの・英語を使った授業・イントネーションの大
切さ・ペナゴンって何？等のような、“発音指導こぼ
れ話”的な記事が収められている。
　これら６種類について、①②は、大学の半期程度
という比較的短い期間で促成的にこの分野の勉強を
して教職関連科目を終わってしまう傾向が強い現在
では、曖昧な理解を深める目的で教師が自学自習す
る際に大きな助けとなる。取り分け、数の多い個々
の母音・子音音素及びその変種の解説に深入りせず、
「ア」に似た音・「フ」と「ブ」に似た音・渡りの長
資料紹介
　　東後勝明［監修］御園和夫［編集］
『必携英語発音指導マニュアル』
北星堂書店（山本圭介〈発行人〉）
The manual for effective pronunciation teaching
本　井　　　昇
MOTOI, Noboru
キーワード ：英語音声学、発音指導、項目を減らした発音シラバス
Key words ：English Phonetics, Teaching Pronunciation, Reduced Pronunciation Syllabus
― 348 ―
埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第10号
い二重母音・「ア」に向かう音の類のように指導上
問題となるものを1項目としてまとめて扱い、音の
同化・子音連結, 子音結合・音の長さ・弱形／強形
等のような実際の発話の中で起こって来る音変化の
現象の解説と同等の重さの1項目としている点は、
指導上の観点から重要な事柄を理解する上で有益と
思われる。但し、イントネーションに関しては、もっ
と記述を増やし、教師にこの分野の指導に取組む自
信を与えて欲しいと言える。
　調音音声学以外の研究領域③では、更に音響音声
学・サウンドスペクトログラフ／スペクトログラム・
フォルマント等の項目が取り上げられているが、研
究方法の紹介の域を出ないことから、この知見を有
効利用出来るか疑問を持っている。
　音声学研究を行うための勉強道具である④は上記
の他に精密表記・補助記号などの項目があり、十分
な知識を手に入れることが出来ると言える。
　研究を行う上での背景知識である英語の変種等に
関する知識⑤は、上記の他に、オーストラリア英語・
リンガフランカ；混成語, 国際語・コックニー、ロ
ンドンなまり・河口域英語・一般アメリカ英語・（イ
ギリス）認容発音（RP）等の項目が含まれ、所謂標
準変種と呼ばれるものや非標準の変種に関する基本
的な知識を提供し、勉強を進める際の鳥瞰図や注意
事項を検討する上で役に立つと言える。欲を言えば、
聞き取りの領域の練習に限ればよいことを強調した
上で、第二言語の変種で影響力を持つ可能性のある
インド系の英語や東南アジア系の英語の特徴や言語
使用の背景に関する知識も盛り込んで欲しかったと
言える。現在はこの種の英語に接触する機会が増え
ているからであり、且つ、所謂outer circleでは、何
故標準的とされる母語話者の発音が教えられるのか
について教師が意識しておくことは重要と思えるか
らである。
　音声教育のための装置としてのテクニックや教具
としての⑥では、上記に加えて、インフォーメーショ
ン・ギャップ・タスクやコラム20・21の早口言葉・
Chorus Readingの工夫等の項目があるが、紹介を
目的とする程度の扱いという感じがする。この本の
辞書的な性格と規模・紙数からして仕方がないのか
も知れないが、この点が【練習問題】（その大部分
がCD録音付き）が、どちらかと言えば、未知の言
語を記述・分析する際に用いられる手法を習得する
時に使われるbottom-up傾向の強い伝統的な練習方
法、言いかえれば音声学者を作ろうとする場合に使
われる方法が多いことと兼ね合わせて、この分野の
研究の守備範囲に関わる今後の課題を提示している
ように思える。
　最後に、少し長くなるが、本書のタイトルから期
待されるものと実際の本書の構成そのものとの
ギャップが提起する問題について若干の議論をした
い。
　発音指導の分野では、1991年当時既にMorleyに
よって “Intelligible pronunciation is an essential 
component of communicative competence.” (1991)
との指摘がなされ、それ以前とは異なる形で再び発
音の問題が焦点となり始めている。日本では、1999
年段階で、川島等が現状の発音指導の中身は殆ど
audiolingualism時代の域を出ていないとの指摘をす
ると共に、『発音指導にとって必要なミニマル・エッ
センシャルズを早急に確立する』（川島他，1999）
必要を主張している。これは“通じる一定の許容範
囲の発音”の確定が当時問題になっており、更に指
導上の重点項目の明示が求められていることを示唆
している。
　10年を経て、本書の監修者、東後氏も、“はじめに”
の所で、世界英語論やコミュニケーション優先論の
影響などからくる発音指導の遅れと現場の惑いの存
在を指摘し、相互に通じる一定の許容範囲内の発音
獲得の必要を強調している。更に、現場の教員が『一
定の理論と具体的な手順をもって体系的に発音指導
出来る方法を提示（p. iii）』することが本書の目的で
あるとしている。発音指導の分野は10年経っても進
展していないのである。
　それでは、本書では具体的にどのような事が提案
されているのだろうか。記述の中に発音指導の
whatを探すと、先ず文法の法則と音声の法則を対
照させ、『文法の規則に従わない文が意味をなさない
ように、一定の音声の法則に従わない発話もまた意
味をなさないことに気付く（p. iii）』との指摘がなさ
れる。そして、『このことからどのような発音が許容
範囲内にあるのか十分推測可能』と続く。しかし、
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その内容は必ずしも明解に示されてはいない。監修
者の著書英会話の音法50を参照することが想定され
ているのかも知れないが、この書は現在入手困難で
あり、詳細な検討は難しい。したがって、本書の情
報だけに頼る限り、検討されたと思しきは、“使い方
ナビ”の部分で『必要項目を調べるには「目次」と
詳細な「索引」（巻末）が役に立ちます（p. v）』と
した上で、①中学・高校で英語を教えていて、「これ
をどう指導するのだろう」と迷った時の事例、②早
期英語教育に必要な発音知識を調べたい場合の事例、
③自分の発音をブラッシュアップしたい場合の事例、
④英語の発音についての知識を確かめたいときの事
例として、合計26項目が辞書中の記述から選ばれて
いることのようである。しかし、例は示されていて
も、その根拠に関する記述はない。やはり、ミニマ
ル・エッセンシャルズに係わる大きな進歩は無いと
言える。このことは、現場で何に重点を置き、どの
ような順番で教えて行けばよいかという、言わば
syllabus designing/lesson planningの 領 域 で 自 信 を
持って決定を下せない可能性という弱点に繋がるこ
とになる。
　従って、ここでは、先ずこの分野の実践には大き
く二つの流れがあることを指摘することから始めた
い。それは、direct methodのように特別な指導を
せず自然の習得に任せる方向とreform movement時
代に確立された音声学の知見をも利用して意図的に
問題に向かい改善して行こうとする方向である。そ
して、本書の立場は当然後者ということになる。こ
れらの方向性は相対立するものとして受け止められ
ることが多いが、oblique approach（回り道のアプ
ローチ）を主張するLaroy（1995）はその二つを統
合させる形で次のように述べている：
” I  bel ieve that  much of  the teaching and 
improvement of pronunciation should be indirect. 
Teachers know what they are teaching, but 
learners need not always be aware of what they are 
learning.   This is  not only avoid arousing 
immediate resistance, but can also reduce self-
consciousness.  … Through careful observation the 
teacher must  detect  which learners  need 
reassurance …, and which ones are ready to try to 
improve.  If the students ask for explanation, … 
they are ready for some analysis.  This may be the 
time to provide descriptions of the intonational 
system or the position of the speech organs …, or 
to do traditional activities such as ‘minimal pair’ 
practice. ” (pp. 8-9) 
ここから、発音指導では言葉を使う作業の中で起こ
る無意識の改善が大きな部分を占め、解説や繰返し
練習は学習者の受け入れ準備の状況を検討した上で
行われる性質のものであることが分かる。伝達能力
の養成が強調され、meaning focused activityの多用
が求められている現状では、教室での取組はここを
出発点とすることが妥当であろう。一般のコースで
は、発音だけを教えることは否定され、コースの初
めから母語の訛を残す発音でspeakingの作業を行う
ことになるからである。そして、この立場に立つと、
ある程度絞られた、何らかの指導重点の選択とそれ
を支持するある種の思想が必要となるのは自明のこ
とである。
　筆者の知る指導重点に関わる研究は、一つには、余
り 組 織 化 さ れ て は い な い が Catford（1987）の
principle of frequencyと functional load （Catford, 
1987, pp. 89-90に詳細なリストあり）という選択基
準がある。これら２点で重要度の高い音声的区別に
問題がある場合に集中的に取り扱うことが主張され
ているのである。二つ目に、音声学者Gimsonが長
く取組んでいたinternational intelligibilityの研究が
あり、Gimson（1994）では主に母音・子音数を減ら
した簡略音声システムを示している。これは教える
べき体系として扱われているため上からの改革は上
手くいかないという批判は受けているが、Gimson
（1978）に掲載のサンプル・テキストは学習者の発
音が改善されるべき方向を判断するヒントを与えて
くれる。そして、これら二つの考え方の根底には、
母 語 の 影 響 を 消 し 去 る と い う 意 味 で のacccent 
reductionの発想のあることが指摘される。
　第三に、Jenkins（2000）はintelligibility確保のため
に改善するべき音声特徴のリストLingua Franca 
Core（LFC）を提示している。詳細はJenkins（2000）
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に譲るが、前二者とは異なり、母語に新しい音声体
系を付け加えるというaccent additionの発想に立ち、
当然自然な習得に任せる姿勢も持つものであること
を指摘して置く。また、この考え方はある意味で英
国の英語教師の総意であり、本井（1998）にこの提案
が出てくる背景が述べてある。
　ここまで見て来ると、日本で音声学研究の知見を
以って発音の改善を目指す流れの中ではこのような
事柄が見過ごされる傾向にあると言える。単一母語
社会でのコース編成に資するという研究目的が標準
的英語のみに目を向ける態度を醸成しているように
思え、いささか残念である。最近の英国の発音教材
ではproduction model としてはRP的変種を提示し、
聞取り練習のためには非標準的な変種も採用し始め
ていることなども吟味する必要があるだろう。
　こうしたことを踏まえ、LFC等の議論の中から提
示されている新しい提案として次のリストを紹介す
る:
- Keep consonants clear
- Work on consonant clusters
- Work on problem vowels
- Make vowels in stressed syllables stand out 
more than those in unstressed syllables
- Make sure nucleus is placed appropriately
- Too many falling tones make you sound 
impolite (i.e. falling tones are fine if used 
appropriately)
- Incorporate pronunciation work into all aspects 
of language and teaching
- LEARN TO LISTEN to patterns of English
（Jane Setterの ロ ン ド ン 大 学UCL Summer Course in 
Phonetics, 2007における講義ハンドアウト、Teaching 
Pronunciation: How can teachers help learners improve 
their English pronunciationより）
このような叩き台を検討し、今後の指導に役立つよ
うな方向性が示される必要があるだろう。
　次にsyllabusのもう一つの要素、教材提示の順序
がある。筆者には専門家の間に分節音素優先か、プ
ロソディー関連要素が先かという考え方の違いがあ
るように思える。言語学の分野で分節音素の研究が
先行している以上仕方のないことだが、LFC等“指
導 項 目 を 減 ら し た 発 音 シ ラ バ ス（reduced 
pronunciation syllabus）”が意味を持つようになっ
ている現在、野中（2005：20-21）がピアノの練習
経験から発想した次のような事柄も検討する必要が
ある：
『日本人のピアノ演奏は、指は達者に回るけれ
ど歌っていない・・・という批判を・・・耳に
する。・・・全体として伝えたい感情、思い、
色合いが決まって初めて、１音１音の役割が自
ずと決まる。・・・同じことが発音にもあては
まると思った私は、英語の音作りの指導方法に
関しても発想を変えてみた。・・・イントネーショ
ンとストレスの導入は、イントネーションに比
重を置いた方が良いようである。従来イント
ネーションは高低で、ストレスは強弱だ、と言
われてきたが、高低と強弱を複合的に発話に盛
り込むのは、学生にとって混乱の元となるよう
だ。・・・対象学生の段階に応じて、イントネー
ションだけを十分練習してからストレスを入れ
るなどの念入りな工夫が必要となる。・・・単
語は方向性もなくバラバラに散らばっているの
ではなく、表現したいことのイメージを強く抱
くことにより、磁石に吸い寄せられる砂鉄のよ
うに、語群のエネルギーが一方向へと集中す
る。』
教育活動の重点が、内容理解を指向する方向にシフ
トしている現在、表情ある音声表現の検討から指導
に入るプロソディー重視の方向は状況にマッチして
いる。従って、分節音素と同等の教育的価値を認め、
研究を強化し、現場における両要素のバランスある
取組を模索することが今後の研究課題の一つとなる
ように思える。筆者がイントネーションのより良い
記述を望む理由がここにある。
　JALTのPronunciation Special Interest Groupが 活
動停止となって久しい現在、音声学の研究者達がそ
の研究範囲を広げ、よい良い方向を目指すしかない
のではないだろうか。
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